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My Favorite Books
私の好きな本

R. Buckminster Fuller

1981
バックミンスター　 フラー

（梶川泰司訳）

白揚社，１９９８年．

"Critical Path"

「クリティカル・パス」

この本はR. バックミンスター・フラーの晩年の本。
人類が核戦争の危機と地球環境問題を解決し，宇宙の一員
として地球文明をどのようにしたら習熟させることができ
るのかというフラー哲学を述べた希有の書。他にもフラー
が創始したシナジーやシナジェティクス，フラーのジオデ
シックドームの話，世界の歴史と権力機構の話など，深い

話が尽きない。

フラーは１９２６年に自分の事業に失敗し破産した。後は
身投げするだけのところまで追い詰められた。しかし，
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最後まで考えることを諦めず，彼は自分の利己的なエゴの
ために死ぬよりは自分のエゴを殺し利他的に生きる決心

をした。そして１９２７年に奇跡の発見，すなわち
シナジー，シナゲティクスの発見をした。それ以後８８歳の
生涯を終えるまでこのテーマを発展させた。これをまとめ

のが本書である。すべての人に読んでもらいたい本である。

参考文献として良いものは，
ジェイ・ボールドウィン著（梶川泰司訳）

美術出版社，２００１年．
「バックミンスター・フラーの世界」

http://www.bfi.org/

Arthor Shopenhauer
"Parerga und Paralipomena:

Kleine Philosophishe Schriften"
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1851
アーサー　 ショーペンハウエル

岩波書店，１９８３年．
「読書について」

この本は，A. ショーペンハウエルの天才論です。
天才と凡人たちの思索，著作と文体の違い，

そして読書について語っています．
「読書するなら，天才の書いたものを読め」と．

岩波文庫６３２ー３，１９６１年．
「知性について」他四篇

桑原武夫編

岩波新書262, 1956年
「一日一言 --人類の知恵--」

この本は，我が国の「良心と常識」を
代表した故桑原武夫氏の手による

偉人達の言葉のコレクションです。
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ラルフ　エマーソン

岩波文庫303-1&2, 1972年
「エマソン論文集（上，下）」

この本は，かのアメリカ文学の父と言われる
Rulf Emersonの論文集&講演録です。特に，
「アメリカの学者, 1837」をお読み下さい．
これはおよそ160年前のアメリカの学者が

当時のヨーロッパに対して抱いていた感情と
状況が，現在日本の学者が欧米に対して抱く
ものとそっくりであることが分かります．
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作者不祥
「ケベースの絵馬」

神谷美恵子著作集2
「人間を見つめて」付録

みすず書房, 1980年

この本は，ギリシャ時代から西洋に伝わった
といわれている「ケベースの絵馬」というお話を
故神谷美恵子女史が日本語に翻訳したものです．

昔ギリシャの賢人の一人が，ある村を訪れたとき，
「アカデミズムとは何か」，「人生とは何か」，

「人間はいかに生きるべきか」という問題を
たった一つの例え話として村人に伝えました．

それを忘れないようにその時代の村人達が
後生のために残したという伝説のある一枚の絵馬

にまつわる，旅人と村の老人の対話です．
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ルネ デカルト

世界の名著２７, デカルト
中央公論社，１９９３年

「方法序説」

この本は，かの近代西洋哲学の父と言われる
ルネ デカルトの著作集です。特に「方法序説」，
「情念論」をお読み下さい．「情念論」は現代で
いう脳科学の創始と呼ぶにふさわしい本です．
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フェリックス　クライン

共立出版社，１９９５年
「19世紀の数学」

この本は，19世紀から20世紀初当の大数学者F. Kleinの
死後１年後1926年に出版された１９世紀の数学と数学
者たちを語った名著である．彼はグラスマンを次のよう
に語っている．「われわれ大学人は同僚との激しい競争
の中で成長するが，それは森の中の木のようなもので，
およそ生存しうるためには細いままで上に延びていくほ
かない；これに反してグラスマンのように孤立している
人は，あらゆる方向に十分枝を延ばすことができ，人格
も研究も調和的に発展させ完成させるのである．. . . 」

（1999年6月30日/2003年2月7日）
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